
次期56期 の目標合計32億 円を設定し前進
ゲートウェイ効果を確認じ数値管理徹底ヘ

▲参加者とあいさつする日本自動車リサイクル部品  ▲日本自動車リサ物琳肺酒井康雄代表幹事0、NG円本自動車リサイクル
協議会栗原裕之代表幹事(右端)        事業協同組合佐藤幸雄理事長0と話郁MRAJι島宗尚社長0

いビッグウェープ(服部厚司社長)は9月 14

日、名古屋市のホテリレナゴヤキャッスリレで令和

元年の加盟店代表者全体会議を開き、第55期

の実績発表と次期56期 の目標を発表するとと

もに、「中小企業の海外展開における」ICAとの

連携について」と題したJ!CA中 部主催の講演

会を開催した。さらに後半はリサイクル業界首

脳多数を招いた懇親会を催し、業界情報交流

の場を提供するなど、熱気のこもった代表者全

体会議を行つた。

まず前半の会議では代表者服部厚司氏が前

期55期 の業績について目標28億 8500万 円

に対して実績30億 4088万 5千 円、達成率10

54%を 記録したことを明らかにした。とくに目

標のうち、部品流通売り上げは19億 284万 6

千円で達成率1087%を 売り上げ、その背景

をAttRSシ ステムによる部品流通取引の増加

及び優先登録、各種キャンペーン実施や数値管

理による各社の分析でコスト意識の高まりなど

があることを認めた。

さらに次期56期 については合計32億 円、部

品流通売り上げ20億 円の目標を設定、ネット

ワーク流通の活性化や加盟店定期訪間による

指導などで達成を目指すとしている。

◆来年4月 に40周 年記念式典を予定

また56期 の重要課題として来年4月 17日に

都内品川プリンスホテルで同社の前身。自動車

解体部品同友会結成後40周 年を迎えたことを

記念した「ビッグウェーブ倉」立40周 年記念式

典」を開催、来春の全体会議に替える意向も明

らかにした。

会議後に持たれたキャンペーン表彰ではフロ

ントマンチャレンジ①実績部門1位 山神章裕氏

((有)田所商店)2位 長南千鶴氏(山形オートリ

サイクルセンター帥)3位・中西祐希氏(帥サービ

スネット)②伸び率部門1位 鶴田侑志氏(いシマ

商会)2位・丼上裕之氏(山形オートリサイクルセ

ンターい)3位 高橋巨樹氏 (浦和自動車解体

的)、部品登録キャンペーン①実績部門1位閉新

和商会2位 浦和自動車解体的3位 l■lエコアー

ル②伸び率部門1位 い山本商店2位 い門田商

店3位・閉大隅金属の各位が表彰された。

表彰式後、一旦休憩を挟んで、独立行政法人

国際協力機構(」CA中 部)のJICA中 部連携推

進課須田裕美氏を講師に「中小企業の海外展

開におけるJ CAと の連携」について講演を聞

いた。

▲業績を説明する服部厚司BW代 表取締役社長 ▲懇親会では互いに情報交換を行った

▲前半の代表者全体会議は各社代表者が出席した

◆多数の業界首脳が祝辞を披露

講演後、後半は国内のリサイクル業界首脳を

招いた懇親会に移り、和気あいあいの情報交

換の時間を持つた。

まず、最初にあいさつに立ったい」ARA北 島

宗尚社長は「2006年 にゲートウェイをビッグ

ウェーブさんとスタートさせて15年 目を迎え

たが、年々実績を向上され、ほんとうによかつた

と思う。さらなる販売量の拡大を期待します」と

述べ、続いて一般社団法人日本自動車リサイク

ル機構酒丼康雄代表理事は「自り法見直しの時

を迎えて益々環境問題が身近な課題となつて

きました。リパーツの販売促進が求められます。

競争と協調の時代をお互いに築いて行きましょ

う」とあいさつした。

提携企業紹介の後、一般社団法人日本自動

車リサイクル部品協議会栗原裕之代表理事も

「業界最古の歴史を誇るビッグウェーブさんと

の協力関係は目下の人材開発の業界目標には

欠かせない。協力をお願いしたい」とあいさつ

し乾杯の音頭を取り、交流の時に入つた。

宴は最後にカイテンい畠山敏美社長が中締

めを行い、予定すべてを終えた。



作動作験麗籍テス許含みの実践型セミナー
今後の匡Vずとの見通しも詳しく座学で学ぶ

▲初日の座学は今後のEV化 の見通しを学んだ

い」ARAで は9月 12日、13日の両日、静岡

県裾野市のあいおい三ッセイ同和自動車研修

所東富士センターで次世代自動車システムの

作動体験走行を伴つた自動車セミナーを開

催、成果を上げた。

このセミナーは令和元年次世代型セミナー

と銘打つシリーズの第三弾で、い」ARAと あ

いおい三ッセイ同和自動車研修所が共同で開

発したオリジナルな研修となつている。

まず第一日目は次世代自動車の動向として

①水素エネルギー社会への□―ドマップ②C

AFE方 式の燃費規制③AS∨ (先進安全自動

車)についての細目などを座学で学んだ後、

フィットH∨、リーフE∨、FC∨ミライなど最先

▲EV車 両の走行前の注意事項を聞く

端の次世代車輛を用いた走行試乗テストを実

施した。

翌日はカメラ及びミリ波レーダー初期化の

学習として①アウトランダーPHE∨ のシステ

ム②プリウスZ∨W5系 センサー及びカメラ③

lCS整備時の注意点を学習。

さらに④低速自動ブレーキ、アクセル踏み

間違い防止機構、インテリジェントパーキング

アシストなどのAS∨作動体験⑥フィットH∨及

びリーフの電子制御式ブレーキ、ブレーキフ

ルード交換などの作業実習を行つた。

講義及び実習内容は最先端のE∨情報が満

載で参加者にとつては非常に有効なものと

なつたようだ。

▲先導車に従って各自が公道走行に入る

生産管理者0フロントマン

Stepl研 修会も
2泊 3日 で開催

い」ARAで は9月2日から4日の三日間、あ

いおいニッセイ同和自動車研究所東富士セン

ターで「生産管理 フロントマンStepl研 修

会」を開催した。

今回の研修会は中間の3日に「飯金塗装基

本セミナー」を組み込み、リサイクル部品を車

体整備事業者に提案する際の技術及び情報

の習得強化を図つた。

ビッグウェ朧ブの全国実務者研修会を愛知県産業労働センタロで
加盟店の実例を磯競 て数値集計し自由に討議を展開

▲初日の実例発表の模様

令和 1年のビッグウェーブ全国実務者研修

会が6月 8日 、9日の両日、愛知県産業労働セ

ンターで開かれ、参加した加盟店の事例発表

を軸に各社の数値集計を行い、討議する実践

的な研修となつた。

ビッグウェーブグループでは加盟店の現場

担当者の実務能力向上を目標にした研修会

の開催に力を入れているが、今回も各加盟店

の実例を初日に発表、二日目に各社の数値集

計をベースに業務改善、効率化を目指した改

▲二日目の自由討議の模様

善点を洗い出す討議を行い、成果を上げた。

発ヽ表した事例は6例で、①部品取り車輛買

い付け((有)自土商会、いサービスネット)②

生産指示方法(浦和自動車解体m)③ 時差登

録(ωエコアール、い荒谷商会)④タブレット

活用(いリーテックス)⑤数値管理(浦和自動

車解体い)⑥フォロー登録((有)田所商店)と

いった内容。

いずれも各社の現場の事例を具体的に発

表し、これをベースに翌日、数値集計の後、参

▲懇親会の交流も盛り上がった

加した各社の数値を比較しながら改善点を探

る討議を行つた。最終的に各班の代表者がま

とめの発表をして研修を締めくくった。

事例発表したビッグウェーブカロ盟店は業界

経験豊富な事業者ばかりで、検討したテーマ

については的を得たもので無駄のない討議

が展開された。主催したいビッグウェーブでは

今回の成果をもとにさらに精度の高い実務者

研修会の実施に動くとしている。



」ARAグ ループ(土門志吉会長)には次

世代部(高橋建作部長)という組織が稼働し

ている。最近の同部の活躍は著しい。有望

な若手が執行部の傍で懸命の努力を見せ

ている。今回はその次世代部で真剣に学8i

愛知県の石川昌孝氏(33歳 )にスポットを

当てた。石川昌孝氏の働く0石 川商店(石

川孝社長)の規模は小さい。これから業界

の荒波をどう乗り切るか油断はできない。

しかし、自動車リサイクル業界の平均的企

業規模の同社が今どのようにことに臨もう

とするのか、注目すべきものがある。

0石 川商店とあなたの背景について説明

してください。

石川 当社の倉」業は1964年 で創業者は

私の祖父の好孝です。祖父は裁縫用ミシン

の再生販売も含め自動車解体の業界に足

を踏み入れました。その状態をベースに父

の孝が自動車解体に進出したのです。私は

愛知工科短大自動車整備科を出て卜∃タ

ネッツ東名古屋に入り、3年 半メカニックを

担当しました。父の会社では当時、解体と輸

出だけでしたが、その頃鉄の相場がどんど

ん下がる頃で、わたしが会社に帰つてきたこ

とがきっかけで部品販売の研究を始めたわ

けです。そこで社長だつた父が手配してくれ

て「とにかく勉強だ。ちょつと栃木県のエコ

アールさんに修業に行つてこい」と勧めてく

れて、約 1年間行つてきました。まだ」AttA

グループに入る前だつたのでそういうこと

が可能になつたんです。エコアールさんに

行つて初めて部品の生産販売を目の当たり

にしてびつくりしました。完成されたリサイ

クル事業というものを見せてもらいました。

いま、あなたは」ARAグ ループの次世代部

の貴重な存在になつていますね。現状どん

な仕事をしていますか。

石川 ωヤツヅカの八束和志社長やイワマ

ワークスの岩間優社長の指導を得てグルー

プ活動の準備作業のお手伝いをしていま

す。次世代部がこれから何をどのように学

「最初から最後まで」の達成を目標に
次世代部に親密な人間関係育てます
く時えられた役割を正確に果たすことが求められていま刊という利1鼻氏  愛知県の石Ill昌孝氏(33歳)

ぶのかというテーマについての準備作業で

す。とても重要な作業で私としては毎日喜

んで携わらせていただいています。先般は

行政からいただける助成金や補助金につい

て実務的に学ぶ時があつて非常に参考にな

りました。こういう学習は今後ももつと続け

ていきたいです。

これからの自動車リサイクリレはどのような

方向に進めばいいとお考えですか。率直な

ど意見を聞かせてください。

石川 私は今、自動車リサイクルを通して、

この領域に絡むすべての業務を小規模であ

りながらどう実現すればいいかを模索して

います。車両を解体して鉄に再生し、同時に

部品を生産して販売し、再生した資源を輸

出し、さらに自動車の細部に利用されてい

る非鉄金属、希少金属、さらには付帯する素

材の再生をほぼ同時に行うにはどうすれば

いいのかを考えています。つまり小回りの

利く小規模事業の特性を生かしたほんとう

の資源リサイクルに挑戦したいと考えてい

ます。同じグループに入られたいマテックさ

んの形など

'日

常に参考になると思つて勉強

させてもらつています。

鉄再生だけの解体業からの脱却ですね。

石川 100%リ サイクルの実現に向かつて

進んで行くつもりです。静脈産業として社

会に認められるには今ある状態の中からな

にか新しいものを生み出して、リサイクル屋

としての役害」を前進させる必要がありま

す。言葉を変えるなら「最初から最後まで」

ということでしょうね。

なるほど、では今後の見通しですが、急速

進むEV化 についてはどう見ますか。

石川 愛知県は自動車産業のメッカですか

ら、今後の予測に関してはいろんな1青報が

飛び交つています。生き残れる部品はどれ

だろうとか、将来消える部品はこれではない

かといつた話は良く聞こえてきますが、私は

E∨時代になればそこにはEVの リサイクル

が確実に存在していて、リサイクル屋として

の新しい役害」がそこにあると信じています。

簡単に言い換えますと多用されるだろうレ

アメタルなんかをどう正確に再生させて市

場に復活させられるかと言つたことです。そ

ういう場面で果たして私たちの出番がある

のかどうか。せつかく手にした自動車リサイ

クル技術を改めて発揮できる状態にあるの

かどうかということだと思います。

若いあなたには未来を切り開く特権が委ね

られています。今、感じている想いとはどん

なものですか。

石川 わたしは業界を形造つているのはや

はりそこで活躍する人材だと思います。ど

のような人材がその業界で望まれているの

か。またその人材をどのように育てていこう

と考えられているのかがとても重要なこと

だと思つています。そういう視点に立つとき

今私が所属させてもらっています」ARAグ

ループの次世代部の役害」は重いものはあ

ります。

なるほど。ではその次世代部は今後どのよ

うにあるべきですか。

石川 次世代部のメンバーは幸いにも皆

とても仲良しで素晴らしい二代目が揃つて

います。

日常の活動にはなんら問題はありませ

ん。しかし、これからの業界の先行きを思う

と、単に仲良しだけでは足りません。過去、

先輩方が想いを込められた組織の一致団

結が改めて必要になってきていると思いま

す。仲良しを超えたところで互いに信頼し

合う心の繋がりが必要です。途中から参加

した若い私が言うのは僣越ですが、今より

もつと親密な人間関係を構築していく必要

が次世代部にはあります。高橋建作部長の

人柄と指導の下でみんな仲良くしていま

すが、さらに―歩団結心を持つた次世代部

に成長させる責任がメンバーの私たちに

あると思つています。今、与えれた役害」を

正確に果たすことでまずその責任を果たし

たいと思つています。応援よろしくお願い

します。



警鷲髪維鶴甕:菫:=欝孝Z=写:鶏鰺鰺漑:
キャンペ峰ン量鍼慮数伸び率入賞
地元に人気の老舗て入聞関係強化

▲BWと は平成8年からの付き合い   ▲柏木利之フロント担当

輸大隅金属(久保貴英社長)は鹿児島県鹿屋

市のビッグウェーブメンバー。創業は昭和52年

で、現在、月間処理台数500台 、部品在庫量はフ

OOO点 の規模。ビッグウェーブヘの入会は平成

8年 というから実績は十分ある。今年、グループ

の登録点数伸び率第三位の表彰を受け、社内

の雰囲気は盛り上がっている。

|■0年 選手のフロント酉E置で成果

そんな同社のフロントを担当しているのが柏

木利之氏 (37歳 )だ。同氏は同社入社 10年 を

迎えるベテラン。整備工場で二年半、整備を担

当した後に同社に入つて、約 1年間、生産を担当

後、フロントになり、今日まで携わつてきた。

メカニック経験者だが人あたりは極めて柔ら

かい。言葉使いは丁寧で、技術屋にありがちな

硬さがない。「わたしはお客様にはできるだけ丁

寧に接して、こちらの気持ちを理解していただ

きたいと常に考えながら仕事しています」とい

つ。

九州南端の鹿屋市はリサイクル部品の人気

は高く、事業者間の競争もあり、そこに加えて最

近はインターネットも勢力が増し、自動車部品

流通は新品、中古ともに乱調気味だ。

ほんものの人間関係築く努力

「競争が激化すればするほどお客様との信頼

関係が重要になってきます。ほんとうの信頼関

係がなければ簡単にお客さまが他店に逃げて

行かれます。私の場合はお客様からの引き合い

の時にその部品に絡む周辺の情報、例えば補足

する整備情報などを積極的に提供するように努

力していますJともいう。

今年のグループキャンペーンでの登録点数

伸び率入賞は大いに気合が入る瞬間だつた。

「この入賞を機会に品質管理を強化し、販売効

率アップに繋げていきたい」(本自木氏)と意欲の

あるところを見せる。

これからの業界の荒波を「ほんものの信頼関

係作りJで切り抜けようとする柏木氏のフロント

戦略に期待がかかる。老舗揃いのビッグウェー

ブグループの中で最近の同社の積極的な動き

が目立っている。

鹿児島県鹿屋市串良町上小原136フのフ

TEL0994 63 2303

▲柏木利之フロント担当

発 行

株式会社 」ARA
〒103‐0028 東京都中央区八重洲118 ノヽ重洲KTビルlF
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JAは Aグループ

繭爾薫から輸圏窯で畿う
マテック鶴資の戦略金業

▲帯広では一番店の同社 ▲小森智浩氏

北海道帯広市のいエルバ北海道(杉山博康

社長)は前回登場いただいたいマテックと帯広

自動車販売店協会が共同で出資したリサイクル

部品販売会社だ。月間の入庫台数は1000台 、

部品在庫量は25000点 の規模。扱いは大型ト

ラックから軽自動車まで全銘柄を扱つている。

( 大ヽ手カー用品店出身の整備士を配置

そんな同社に四年前に入社したのが小森智

浩氏(35歳 )だ。同氏は大手カー用品店で11

年間整備担当として勤めたキャリアを持つて同

社に入つてきた。

「自動車整備の経験はそうとう積んできたの

でそれなりの知識はありましたが、当社に来て

初めて自動車リサイクルの現場を知り、その奥

の深さがわかりました。入社当初は初めての経

験ばかりで戸惑いは隠せませんでした」と笑う。

その彼が今では「お客様の電話を受けた時点

で、ほぼ顧客側の事情がわかります。臨機応変

にこ要望にお応えするのが私の役害」です」と余

裕を見せるまでになった。

自動車リサイクル部品の商売は「タロ何に良い

商品を短時間に探し出してお客に提供できるの

か」に尽きる。この原則に則つて「ケースバイ

ケース」の対応を心掛けている。

、| 議ヽ終ユーザーを意識する営業

さらに、お客である整備事業者の先に居る工

ンドユーザーの表情も想い浮かべながら、話を

進める。この感覚は小森氏が長く大手の自動車

用品店で整備フロントとして一般のカーユー

ザーに接触してきたことから来ている。

また同社では地域の小学生の工場見学を受

け入れ、環境教育の一環に深く携わつている。

小森氏はその現場で来店する小学生の世話

をする立場でもある。「将来のお客として今から

自動車リサイクルについて指導する重要な仕事

です」という。

単に電話の前で商談を展開するだけのフロ

ントではなく地域社会に貢献するリサイクル教

育にも携わるキーマンとして同氏の成長が期待

されている。

北海道帯広市西23条北4の 1の2フ

TEL0155 38 8011
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JAnAグ ループ

東北復襲錢奉艤翁資源再堂業瞳
膏藤本社で広域に拠点震開

▲巨大な背景持つ同社          ▲江原祐孝課長

今回登場いただいたのは青森市の巨大資源

再生業者ω青南商事(安東元吉社長)。同社はグ

ループ全体の従業員数が763人 、青森県弘前市

に本社を置き、東北地域に弘前、青森、八戸、盛

岡、秋田、仙台、酒田、郡山などに8支 店を配する

巨大な資源再生事業者だ。

グループ内に持つリサイクル部品専門の販売

店舗が「アルトレックJで6店舗展開し、アルトレッ

ク青森はそのうちの一店舗で従業員は35人 を

抱える。

●生え抜き社員を責任者に配置

そんな同店舗の総合管理を受け持つのが江

原祐孝課長(35歳 )。同氏は学卒後即入社で、同

社の事業の自動車リサイクル分野を経験、現在

の立場にある。

大きい背景を持つていることから「リサイクル部

品に限定せず、資源再生に関するあらゆる市場か

らの要望に応えていきたいJと思つている。とくに

部品について「ありません」という言葉は顧客に対

して決して言いたくないと言うのが信条だ。

ちなみに車輛の仕入れについても受注した部

品がその場でないと分かつたら、お客といつしょ

になつて、社内の仕入/rl担当に指示を出しつつ、

徹底して探すというスタイルだ。

◆ノウハウ禽てを持つ同社の強み

こういうビジネス姿勢は同社が持つ環境が広

域に支店を展開し、自動車のみならず鉄資源の

再生に関してのノウ八ウ全でを持つているという

好条件にあるため生まれてきている。

「お客様から頂いた注文についてありませんと

返事することは商売として失敗したことになりま

す。この失敗をそのままにしておくことがほんとう

の失敗であつて、これを成功への過程にある一現

象と捉え直すことで、意味は全然違つてきます。私

はいつも自分にそう言い聞かせて、営業、生産、フ

ロントの現場を管理しています」という。

巨大な組織とその最先端にある販売の正確な

連携が江原氏の中で融合している。同社は東北

復興支援、芸術文化、スポーツ、国際交流、環境

教育などの社会貢献にも尽力する新しい姿勢を

見せる珍しい存在だ。

青森市浪岡大字高屋敷字社元14の ]

TELO]フ 2 69 1199

株式会社 ビッグウェープ
〒4970005 愛知県あま市七宝町伊福鍛治屋前58
TEL 052-441-7502 責任者//森り1 信也

▲巨大な背景持つ同社


